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はじめに 

 

団塊の世代が75歳以上となる2025年を

目途に、住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを、人生の最後まで続ける事ができるよ

うに、地域包括ケアシステムの構築が進め

られています。生活習慣病の重症化や栄養

状態の低下などによる、長期療養の方々が

増える中で、入院しているのは重症の患者

さんのみとなり、病気を抱えた多くの方々

が、地域の中で生活する時代になろうとし

ています。毎日摂取する食事の役割は重要

で、食事から栄養状態の低下を防ぎ、生活

の質を維持する事が可能となります。 

地域包括ケアシステムでは、療養の場所

が、病院、施設、在宅などに移っても、病

状にあった安全で適切な食事の提供を、切

れ目無く受けられることが望まれます。 

 

  

 

 

 

「栄養情報提供書（サマリー）」とは 

 

サマリーは診療記録の一つで、病歴など

を要約した物です。「栄養情報提供書（サ

マリー）」は、食事の内容、形態、栄養状

態、アレルギー情報など、食生活に関する

栄養ケア情報をまとめたもので、栄養士が

記載します。 

  
 

退院後どこの場所で、どんな栄養サービ

スを受けられるかは、とても大切な問題で

す。食事の提供や栄養サポートは、退院し

たその日から始まります。入院中と変わり

なく、継続される必要があります。 

「栄養情報提供書（サマリー）」は主食

量、主食形態、副食形態、水分摂取状況、

摂取量、補食、嗜好など患者さんの目線で

記載されています。 

「栄養情報提供書（サマリー）」を利用す

る事により、退院直後から、適切な食事サ

ービスの提供が実施できます。 
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「栄養情報提供書（サマリー）」の展開 

 

茅ヶ崎・寒川地区では、2010 年度から、

病院栄養士から施設栄養士へ「栄養情報提

供書（サマリー）」の運用を始めました。

2017 年度からは栄養士からケアマネージ

ャー（介護支援専門員）さんへ「栄養情報

提供書（サマリー）」による情報共有を進

めています。栄養士が不在の環境でも、ケ

アマネージャー（介護支援専門員）さんの

協力を得て、栄養情報を繋げられるシステ

ムが出来つつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 

 

療養の場所が移っても、「栄養情報提供

書（サマリー）」の活用で、食事形態に悩

むことが無く、安全な食事を提供できるシ

ステム作りに取り組んでいます。食べられ

る事への喜びを忘れずに、色々な職種の

方々と連携し「栄養情報提供書（サマリ

ー）」の普及に努めます。 

 

 

       

 


